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は
じ
め
に

本
稿
は
、東
京
大
學
總
合
圖
書
館
所
藏
の
明
鈔
本
『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
、

刑
部
類
「
斷
罪
引
律
令
」
條
の
翻
刻
に
、
譯
註
・
解
說
を
附
し
た
も
の
で
あ
る①
。

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』（
以
降
、『
事
類
纂
』）
は
主
に
明
代
中
期
の
成
化
・
弘
治
朝

の
「
條
例
」
を
事
案
ご
と
に
分
類
・
集
成
し
た
行
政
事
例
集
で
あ
る
。
洪
武
朝
に
編

纂
さ
れ
た
法
典
『
大
明
律
』
は
、
明
代
を
と
お
し
て
祖
宗
の
定
め
た
輕
々
し
く
改
め

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た②
。
し
か
し
、
二
百
七
十
七
年
の
命
脈

を
た
も
つ
有
明
一
代
に
お
い
て
、
有
限
の
根
本
法
典
を
改
訂
せ
ず
に
現
實
の
司
法
・

行
政
に
對
應
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
た
び
に
「
比
附
」
な
ど
の
作
用
に
よ
っ

て
律
か
ら
「
例
」
を
派
生
さ
せ
て
き
た③
。
し
か
し
、
個
別
具
體
的
な
「
例
」
の
無
盡

藏
な
出
現
は
、
卻
っ
て
司
法
・
行
政
の
現
場
の
混
亂
を
き
た
す
も
と
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
歷
代
皇
帝
は
「
例
」
の
援
用
の
禁
止
や
、
皇
帝
の
裁
可
に
よ
っ
て
成
立
す
る

「
例
」
を
一
朝
か
ぎ
り
有
効
な
も
の
と
す
る
な
ど
し
て
對
應
し
て
き
た④
。

こ
の
「
例
」
に
對
す
る
認
識
に
變
化
が
見
ら
れ
る
の
が
明
代
中
期
で
あ
り
、「
例
」

を
積
極
的
に
援
用
す
る
た
め
、
取
捨
選
擇
し
て
類
纂
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る⑤
。
そ
の

成
果
は
、
弘
治
十
三
（
一
五
〇
〇
）
年
の
『
問
刑
條
例
』
に
結
實
し
、
そ
の
後
『
問
刑

條
例
』
は
、
嘉
靖
二
十
九
（
一
五
五
〇
）
年
、
嘉
靖
三
十
四
（
一
五
五
五
）
年
、
萬
曆

十
三
（
一
五
八
五
）
年
と
增
修
さ
れ
て
ゆ
く
。

『
事
類
纂
』
は
こ
う
し
た
司
法
・
行
政
上
の
變
革
期
に
あ
っ
て
、
個
別
具
體
的
な
事

案
の
先
例
を
檢
索
す
る
實
務
書
と
し
て
の
性
格
が
つ
よ
い
。
特
に
、
今
回
こ
の
譯
註

を
出
す
に
あ
た
り
、
ま
ず
卷
四
八
「
斷
罪
引
律
例
」
條
を
選
ん
だ
理
由
も
、
先
に
述

べ
た
「
例
」
に
對
す
る
認
識
の
變
化
を
見
ら
れ
る
好
史
料
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

原
文
翻
刻
の
底
本
に
は
、
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
の
「
皇
明
條
法
事
類
纂
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（h

ttps://iiif.dl.itc.u
-tokyo.ac.jp/repo/s/kou

m
in

/page/h
om

e

）」
に

て
公
開
さ
れ
て
い
る
髙
精
細
デ
ジ
タ
ル
寫
眞
を
用
い
た
。
こ
れ
は
科
學
硏
究
費
（
基

盤
硏
究
（
Ｃ
）「
宋
元
時
代
の
刑
事
政
策
と
そ
の
展
開
」
硏
究
代
表
者
：
德
永
洋
介
）
に
お
け

る
事
業
の
一
環
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇
一
八
年
八
月
よ
り
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る⑥
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
本
に
忠
實
な
翻
刻
を
心
が

け
た
が
、
俗
字
・
假
借
字
に
つ
い
て
は
「
切
（
竊
）」
の
形
式
で
正
字
に
改
め
た
。
ま

た
、
本
會
が
講
讀
す
る
な
か
で
發
覺
し
た
誤
字
・
脫
字
に
つ
い
て
は
、「
人
﹇
又
﹈」

の
よ
う
に
表
し
、
そ
の
理
由
を
註
記
し
た
。

な
お
、
楊
一
凡
主
編
『
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
集
成
』
乙
編
第
四
册
（
北
京
・
科
學
出

版
社
、
一
九
九
四
年
）
所
收
の
標
點
本
テ
キ
ス
ト
（
以
降
「
楊
本
」
と
略
稱
）
は
、
古
典

硏
究
會
に
よ
る
影
印
本
（
汲
古
書
院
、
一
九
六
六
年
）
を
底
本
と
し
、
誤
植
や
理
由
不

明
の
修
訂
が
多
い
こ
と
か
ら
句
讀
の
參
考
に
す
る
に
と
ど
め
た
。

譯　

註
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明
律
硏
究
會
・
井
上
充
幸
・
猪
俣
貴
幸
・
豐
嶋
順
揮
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斷
罪
引
律
令
に
つ
い
て

譯
註
に
入
る
前
に
、
こ
の
事
例
の
項
目
名
「
斷
罪
引
律
令
」
に
つ
い
て
說
明
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。『
事
類
纂
』
は
お
お
む
ね
『
大
明
律
』
の
篇
目
に
そ
っ
て

分
類
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
項
目
名
も
ま
た
そ
れ
に
由
來
す
る
。
ま
ず
『
大
明
律
』
に

お
い
て
規
定
さ
れ
た
「
斷
罪
引
律
令
」
の
內
容
に
つ
い
て
、
同
書
卷
二
八
・
刑
律
・

斷
獄
・
斷
罪
引
律
令
條
か
ら
見
て
み
よ
う
。

①
凡
そ
罪
を
斷
ず
る
に
皆
な
須
く
具つ

ぶ

さ
に
律
令
を
引
く
べ
し
。
違
ふ
者
は
、
笞

三
十
。
若
し
數
事　

條
を
共
に
し
て
、
止た

だ
犯
す
と
こ
ろ
の
罪
の
み
を
引
く
者

は
、
聽ゆ

る

す
。

②
其
の
特
旨
も
て
罪
を
斷
じ
、
臨
時
に
處
治
し
、
定
律
と
爲
ら
ざ
る
者
は
、
引

比⑦
し
て
律
と
爲
す
を
得
ず
。
若
し
輒み

だ

り
に
引
比
し
て
、
罪
に
出
入
有
る
こ
と
を

致
す
者
は
、
故
失
を
以
て
論
ず⑧
。

こ
の
條
文
の
內
容
で
重
要
な
の
は
、
①
斷
罪
に
際
し
て
は
國
家
の
根
本
法
典
た
る

律
令
を
引
用
し
、
そ
の
判
決
の
根
據
と
な
る
條
文
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
す
る
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
②
事
件
を
處
理
す
る
た
め
に
皇
帝
が

隨
時
下
し
た
單
行
指
令
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
案
件
の
み
に
限
っ
た
臨
時

的
な
措
置
と
し
、
律
令
を
修
正
・
補
充
す
る
た
め
の
永
續
的
な
規
範
と
し
て
「
引
比
」

し
て
は
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
二
點
で
あ
る
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、『
大
明
律
』
の
規
範
と
な
っ
た
『
唐
律
』
に
お
い
て
、
す
で

に
同
內
容
の
條
文
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る⑨
。
す
な
わ
ち
「
斷
罪

引
律
令
」
と
は
、
前
近
代
中
國
の
裁
判
に
お
い
て
、
脈
々
と
繼
承
さ
れ
て
き
た
重
要

な
原
則
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
②
は
、
明
代
の
司
法
官
た
ち
が
、「
引
比
」
に
よ
っ
て

對
處
す
べ
き
案
件
と
、そ
れ
に
伴
う
「
例
」
の
增
加
と
い
う
事
態
に
直
面
す
る
中
で
、

「
斷
罪
引
律
令
」
の
原
則
を
踏
ま
え
つ
つ
、い
か
に
對
處
し
よ
う
と
し
た
か
に
關
わ
る

箇
所
で
あ
る⑩
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
三
件
の
事
例
を
通
じ

て
、
そ
の
一
端
を
具
體
的
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

譯
註
①　

陳
言
干
礙
法
司
條
例
須
要
會
議
例

日
付
・
報
吿
者
・
タ
イ
ト
ル

　

原　

文　
陳
言⑪
干
碍
（
礙⑫
）
法
司
條
例
須
要
會
議
例

成
化
十
六
日⑬
〔
十
年
〕
六
月
二
十
九
日
、
大
理
寺
卿⑭
宋⑮
等
題
、
爲
清
理
條
例
事⑯
。

　

訓　

讀　
法
司
の
條
例
に
干
礙
す
る
を
陳
言
す
れ
ば
須
く
要ま

さ

に
會
議
す
べ
き
の
例

成
化
十
年
六
月
二
十
九
日
、
大
理
寺
卿
宋
等
題
す
ら
く
、
條
例
を
清
理
せ
ん
が
事

の
爲
に
す
。

こ
の
題
奏
に
至
る
文
書
傳
送
の
經
緯
と
そ
の
內
容

　

原　

文　

據
右
寺⑰
案
呈⑱
、

准
禮
部
祠
祭
司⑲
手
本⑳
、
兵
科㉑
抄
出㉒
兵
科
給
事
中㉓
祝
瀾㉔
題
稱
、

條
例
經
年
累
歲
、
一
事
三
四
其
例
者
有
之
。
随
（
隨
）
事
更
張㉕
、
每
年
或

再
變
其
例
者
有
之
。
馴
致㉖
條
例
浩
瀚
、
其
中
得
失
混
雜
、
諸
司
官
員
施
行
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中
間㉗
、
有
酌
量
事
體
而
據
此
扶
善
抑
惡
者
多
人㉘
、
有
任
情
緩
引
而
假
此
縱

容㉙
出
入㉚
者
不
少
。
蓋
緣
無
一
定
之
規
、
以
致
如
此
。
若
不
會
議
清
理
、
深

爲
未
便
。

等
因㉛
。
具
本32
。
成
化
十
年
六
月
初
三
日
、
奏
奉
聖
旨
、「
該
衙
門
看
了
來
說
」。
欽
此33
。

欽
遵34
、
看
得35
給
事
中
祝
瀾
所
言
、
要
將
五
府36
・
六
部
・
都
察
院
・
大
理
寺
等
衙
門
、

備
査37
在
京
・
在
外
・
遠
年
・
近
日
節
次
條
例
、
開
具38
揭
帖39
、
會
同40
內
閣
重
臣
、
精
選

符
合
律
意
、
允
恊
（
協
）
輿
情41
、
明
白
簡
約
者
歸
類
條
陳
。
伏
乞
聖
明
裁
決
、
定
爲

見
行
條
例
、
或
刊
印
或
帙
。
通
行
兩
京
大
小
衙
門
及
在
外
府
州
縣
、
俾
各
官
吏
遵
守

一
節
。

合
無42
行
移43
五
府
・
六
部
・
都
察
院
・
大
理
寺
等
衙
門
、
照
依
本
官
所
奏
査
議
、
奏

請
定
奪44
施
行
。

本
年
六
月
初
十
日
、
該
本
部
奏
奉
聖
旨
、「
是
。
着
各
衙
門
斟
酌
整
理
、
務
要
停

當45
」。
欽
此
。
欽
遵
、
備
行46
、
案
呈
到
寺
。

　

訓　

讀　

右
寺
の
案
呈
に
據
る
に
、

禮
部
祠
祭
司
の
手
本
を
准う

け
、
兵
科
の
抄
出
せ
る
兵
科
給
事
中
祝
瀾
の
題
に

據
る
に
稱
す
ら
く
、

條
例　

年
を
經
て
歳
を
累か

さ

ね
、
一
事
に
三
四
の
其
の
例
な
る
者　

之
れ
有

り
。
事
に
隨し

た
がひ

て
更
張
せ
ら
る
れ
ば
、
每
年
或
い
は
再さ

ら

に
其
の
例
を
變
ふ

る
者　

之
れ
有
り
。
馴お

も
むろ

に
條
例
の
浩
瀚
に
し
て
、
其
の
中
に
得
失
混
雜

す
る
を
致
す
。
諸
司
官
員
の
施
行
せ
る
中
間
に
、
事
體
を
酌
量
し
て
此
れ

に
據
り
て
善
を
扶
け
惡
を
抑
ふ
る
者
有
る
こ
と
多
人
な
れ
ど
も
、
情
に
任

せ
て
緩
引
し
て
此
れ
に
假か

り
て
出
入
を
縱
容
せ
る
者
有
る
も
少
か
ら
ず
。

蓋
し
一
定
の
規
無
き
に
緣
り
て
、
以
て
此
く
の
如
き
を
致
せ
る
な
ら
ん
。

若
し
會
議
し
て
清
理
せ
ざ
れ
ば
、
深
く
未
だ
便
な
ら
ざ
る
と
爲
す
。

等
の
因
あ
り
。
具
本
し
、
成
化
十
年
六
月
初
三
日
、
奏
し
て
聖
旨
を
奉
じ
た
る

に
、「
該
衙
門
、
看み

了お
わ

ら
ば
來き

た
り
て
說の

べ
よ
」
と
。
此
を
欽
し
め
り
。

欽
遵
し
て
、
看
得
し
た
る
に
、
給
事
中
祝
瀾
の
言
ふ
と
こ
ろ
、「
要ま

さ

に
五
府
・
六

部
・
都
察
院
・
大
理
寺
等
の
衙
門
を
將も

っ

て
、
備つ

ぶ

さ
に
在
京
・
在
外
・
遠
年
・
近
日
の

節
次
の
條
例
を
査し

ら

べ
、
揭
帖
に
開
具
し
、
內
閣
の
重
臣
と
會
同
し
、
律
意
に
符
合
し
、

允ま
こ
とに

輿
情
に
協か

な

ひ
、
明
白
に
し
て
簡
約
な
る
者
を
精
選
し
、
類
に
歸
し
て
條
陳
せ
し

む
べ
し
。
伏
し
て
乞
ふ
ら
く
は
聖
明
裁
決
し
、
定
め
て
『
見
行
條
例
』
と
爲
し
、
或

は
刊
印
し
或
は
帙
し
、
兩
京
の
大
小
衙
門
及
び
在
外
の
府
州
縣
に
通
行
し
、
各
官
吏

を
し
て
遵
守
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
と
の
一
節
あ
り
。

合ま
さ

に
す
べ
き
や
無い

な

や
、
五
府
・
六
部
・
都
察
院
・
大
理
寺
等
の
衙
門
に
行
移
し
て
、

本
官
の
奏
す
る
と
こ
ろ
に
照
依
し
て
査
議
し
、奏
請
し
て
定
奪
し
施
行
せ
ん
こ
と
を
。

本
年
六
月
初
十
日
、
該
本
部　

奏
し
て
聖
旨
を
奉
じ
た
る
に
、「
是
な
り
。
各
衙
門
に

着
し
て
斟
酌
整
理
せ
し
め
、
務つ

と

め
て
要ま

さ

に
停
當
す
べ
し
」
と
。
此
を
欽
し
め
り
。

欽
遵
し
、
備
行
し
て
、
案
呈
し
て
寺
に
到
る
。

大
理
寺
か
ら
の
答
申
と
そ
れ
に
對
す
る
聖
旨

　

原　

文　

照
得47
、
法
司
見
行
條
例
、
俱
是
發
落48
囚
犯
。
彼
先
奏
准
之
時
、
或
因
一
時
之
宜
、

或
因
一
己
之
見
、
以
此
施
行
之
間
、
有
可
經
久
而
行
者
、
有
止
暫
時
而
行
者
。
或
有

甲
可
而
已
否
者
、
或
有
發
落
不
一
者
、
或
有
輕
重
失
宜
者
。
今
給
事
中
祝
瀾
所
言
誠

切
其
弊
。

切
（
竊
）
緣
本
寺
與
刑
部
都
察
院
事
同
一
體
、
若
不
會
議
停
當
、
仍
各
比
此49
陳
奏
、

不
無
事
不
歸
一
、
尤
恐
仍
蹈
前
弊
。
如
蒙
乞50
、
敕
刑
部
、
將
見
行
事
例
、
逐
一
査
寫
、

會
同
都
察
院
與
臣
等
從
公
斟
酌
、
可
因
可
革
、
或
增
或
減
、
議
允
通
類
、
奏
請
定
奪
。
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及
今
後
凡
有
陳
言
干
礙
法
司
條
例
者
、
亦
要
照
例
會
議
、
纔
許
具
奏
施
行
。
庶
乎
事

体
（
體
）
歸
一
而
故51
不
分
、更
輕
重
得
宜
而
人
昜
（
易
）
遵
守
。
緣
係
修
理
條
例
事
理
、

具
題
。
奉
聖
旨
「
是
」。
欽
此
。

　

訓　

讀　

照
得
し
た
る
に
、
法
司
の
見
行
の
條
例
は
、
俱
に
是
れ
囚
犯
を
發
落
せ
ん
と
す
る

な
り
。
彼
れ
先
に
奏
准
せ
る
の
時
、
或
は
一
時
の
宜
に
因
り
、
或
は
一
己
の
見
に
因

り
、
此
を
以
て
施
行
せ
る
の
間
、
經す

で

に
久
し
く
し
て
行
は
る
る
べ
き
者
有
れ
ば
、
止

だ
暫
時
に
し
て
行
ふ
の
み
な
る
者
有
り
。
或
は
甲
は
可
な
れ
ど
も
乙
は
否
な
る
者
有

り
、
或
は
發
落
す
る
に
一
な
ら
ざ
る
者
有
り
、
或
は
輕
重
に
宜
し
き
を
失
ふ
者
有
り
。

今
、
給
事
中
祝
瀾
の
言
ふ
と
こ
ろ
は
誠
に
其
の
弊
に
切せ

ま

る
な
り
。

竊ひ
そ

か
に
緣よ

る
に
本
寺
と
刑
部
・
都
察
院
と
は
事
を
同
じ
く
し
て
一
體
な
れ
ば
、
若

し
會
議
し
て
停
當
せ
ず
、
仍
ほ
も
各
〻
比か

れ
此
れ
陳
奏
す
れ
ば
、
事
と
し
て
一
に
歸

せ
ざ
る
こ
と
無
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
尤
も
仍
り
て
前
弊
を
蹈
ま
ん
こ
と
を
恐
る

る
な
り
。
如も

し
蒙こ

う
むり

乞
ふ
ら
く
は
、
刑
部
に
敕
し
て
、
見
行
の
事
例
を
將
て
、
逐
一

査
寫
し
、
都
察
院
と
會
同
し
て
臣
等
と
從
公
に
斟
酌
し
、
因
る
べ
く
あ
ら
た
む
べ
く
、

或
は
增
し
或
は
減
じ
、
議
し
て
通
類
せ
し
む
る
を
允ゆ

る

し
、
奏
請　

定
奪
せ
し
め
ん
こ

と
を
。
及
び
今
後
、
凡
そ
法
司
の
條
例
に
干
礙
す
る
を
陳
言
す
る
者
有
ら
ば
、
亦
た

要ま
さ

に
例
に
照
ら
し
て
會
議
し
、
纔は

じ

め
て
具
奏
施
行
す
る
を
許
す
べ
し
。
事
體
一
に
歸

し
て
故　

分
か
た
ず
、更
に
輕
重　

宜
し
き
を
得
て
人　

遵
守
し
易
き
に
庶
か
ら
ん
。

緣
り
て
條
例
を
修
理
す
べ
き
の
事
理
に
係
れ
ば
、具
題
す
。
聖
旨
を
奉
じ
た
る
に「
是

な
り
」
と
。
此
を
欽
し
め
り
。

成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
の
敕
諭

　

原　

文　

皇
帝

（
敕
）
諭
文
武
群
臣
、

朕
以
涼
德52
、
嗣
守
鴻
圖
、
夙
夜
憂
勤53
、
臻
治
理
案54
。
上
天
示
戒
、
亢
旱
踰
時
、

田
苗
枯
槁
、
民
庶
驚
惶
、
朕
甚
憫
焉
。
已
嘗

恤
刑
獄
、
偏55
禱
神
祗
（
祇56
）、
而

雨
澤
未
降
、
豈
冤
抑
未
伸
、
財
用
未
節
、
困
苦
未
蘇
、
而
致
然57
歟
。
抑
爾
百
官

奉
公
守
法
之
心
懈
、
而
罔
上
厲
下
之
私
朦58
歟
。
茲
朕
省
躬
自
餙
〔
飭59
〕、
節
減
用

度
、
疎
放
宮
人
、
及
條
亦60
合
行
事
宜
、
令
內
外
衙
門
、
從
實
舉
行
。
爾
等
具
各

体
（
體
）
朕
心
、
痛
自
修
省
、
尽
（
盡
）
心
職
業
、
務
致
實
劾
〔
効61
〕、
以
回
天

心
、
以
蘇
民
困
、
以
紆62
〔
紓
〕
朕
憂
憫
元
元
。

其
欽
承
之
。
故
諭
、
計
開63
、

一
、
該
部
査
在
京
文
武
官
員
罰
俸
住
俸64
緣
由
、
具
奏
處
置
。

一
、
在
京
文
武
官
員
爲
事
欽
發
充
軍
爲
民65
緣
由
、
法
司
査
來
看
。

一
、
兩
京
法
司
見
監
重
囚
情
罪66
有
可
矜
疑67
者
、
再
審
開
來
說
。

一
、
各
處
內
外
鎮
（
鎭
）
守
官
員
貢
献
（
獻
）、
除
常
例
外
、
其
餘
不
急
之
物
、

暫
且
停
止
。

一
、
在
京
官
員
軍
民
之
家
一
應
齋
醮
、
及
冠
婚
喪
祭
服
餙
（
飾
）、
悉
從
禁
例
、

不
許
侈
會
僭
用68
、
違
者
治
者69
。

一
、
各
處
輪
班
京
操70
官
軍
、
有
因
災
傷
來
遲
的
、
都
免
問
罪
、
送
營
補
操71
。

一
、
淨
身
人
見
發
各
處
充
軍
者
、
該
衞
起
送
赴
部
、
發
南
京
海
于72
種
菜
。

一
、
各
營
倒
死
騎
操
馬
匹73
、

民
間
買
補
四
戶
馬74
、
該
衙
門
都
査
数
（
數
）
來

看
。

成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日75
。
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訓　

讀　

皇
帝　

文
武
の
群
臣
に
敕
諭
す
ら
く
、

朕　

涼
德
を
以
て
、
鴻
圖
を
嗣
守
す
れ
ば
、
夙
夜
憂
勤
し
、
治
を
臻
し
案
を
理お

さ

め
ん
と
す
。
上
天　

戒
め
を
示
し
て
、
亢
旱　

時
を
踰
へ
、
田
苗　

枯
槁
し
、

民
庶　

驚
惶
す
れ
ば
、
朕
甚
だ
焉
を
憫
む
。
已
に
嘗
て

く
刑
獄
を
恤
み
、
偏

ひ
と
え

に
神
祇
に
禱
る
も
、
而
れ
ど
も
雨
澤
未
だ
降
ら
ざ
る
は
、
豈そ

れ
冤
抑　

未
だ
伸

び
ず
、
財
用　

未
だ
節
せ
ず
、
困
苦　

未
だ
蘇
ら
ず
し
て
、
而
し
て
然か

く
致
せ

る
な
ら
ん
か
。
抑そ

も
そも

爾
な
ん
じ

百
官　

公
に
奉
じ
法
を
守
る
の
心　

懈お
こ
たり

て
、
而
し
て

上
を
罔あ

ざ
むき

下
を
厲し

い
たぐ

る
の
私　

勝ま
さ

り
た
る
な
ら
ん
か
。
茲
に
朕
躬
ら
を
省
み
て

自
ら
飭い

ま
しめ

、
用
度
を
節
減
し
、
宮
人
を
疎
放
し
、
及
び
合
に
行
ふ
べ
き
事
宜
を

條
亦
し
て
、
內
外
の
衙
門
を
し
て
、
實
に
從
ひ
て
舉
行
せ
し
む
。
爾
等
具つ

ぶ

さ
に

各
〻
朕
が
心
を
體
し
、
痛
く
自
ら
修
省
し
、
心
を
職
業
に
盡
く
し
、
務
め
て
實

劾
を
致
さ
ば
、
以
て
天
が
心
を
回め

ぐ

ら
し
、
以
て
民
が
困
を
蘇
ら
し
め
、
以
て
朕

が
憂
憫
の
元
元
を
紓の

ぞ

く
べ
し
。

と
。
其
れ
欽
し
ん
で
之
を
承
る
べ
し
。
故
に
諭
し
て
、
計
し
て
開
す
ら
く
、

一
、
該
部　

在
京
の
文
武
官
員
の
罰
俸
・
住
俸
の
緣
由
を
査
べ
、
具
奏
し
て
處

置
せ
よ
。

一
、
在
京
の
文
武
官
員　

事
を
爲
し
て
充
軍
爲
民
に
欽
發
せ
ら
れ
た
る
緣
由
、

法
司
査
べ
來
り
て
看
す
べ
し
。

一
、
兩
京
の
法
司
見
監
の
重
囚
の
、
情
罪
と
し
て
矜
疑
す
べ
き
者
有
ら
ば
、
再

に
審
問
し
て
來
り
說
べ
よ
。

一
、
各
處
內
外
の
鎮
守
官
員
の
貢
獻
、
常
例
を
除
く
の
外
、
其
の
餘
の
急
が
ざ

る
の
物
は
、
暫し

ば
ら且

く
停
止
せ
よ
。

一
、
在
京
の
官
員
・
軍
民
の
家
の
一
應
の
齋
醮
、
及
び
冠
婚
喪
祭
の
服
飾
は
、

悉
く
禁
例
に
從
ひ
、
侈
會
・
僭
用
せ
る
を
許
さ
ず
、
違
ふ
者
は
治
者
す
べ
し
。

『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
九
〇

　
　
　

成
化
二
十
三
年
五
月
丙
辰
條

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八

　
　

敕
諭
文
武
羣
臣
曰
、「
朕
以
涼
德
、
嗣
守
鴻
圖
、

夙
夜
憂
勤
、
期
臻
治
理
、
奈
上
天
示
戒
、
亢
旱
踰
時
、

田
苗
枯
槁
、
民
庶
驚
惶
、
朕
甚
憫
焉
。
已
曾

刑

獄
、
徧
禱
神
祗
、
而
雨
澤
未
降
。
豈
冤
抑
未
伸
、
財

用
未
節
、
困
苦
未
蘇
、
而
致
然
歟
。
抑
爾
百
官
奉
公

守
法
之
心
懈
、
而
罔
上
厲
下
之
私
勝
歟
。
茲
朕
省
躬

自
飭
、
節
減
用
度
、
疏
放
宮
人
、
及
條
示
合
行
事
宜
。

令
內
外
衙
門
從
實
舉
行
。
爾
等
其
各
體
朕
心
。
痛
自

修
省
、
盡
心
修
職
、
務
致
實
效
、
以
回
天
心
、
以
蘇

民
困
。
以
紓
朕
憂
憫
元
元
之
意
。

一
、
該
部
査
在
京
文
武
官
員
罰
俸
住
俸
緣
由
、

奏
聞
處
置
。

一
、
在
文
武
官
發
充
軍
爲
民
緣
由
、
法
司
査
究

以
聞
。

一
、
兩
京
重
獄
情
有
可
矜
疑
者
、
再
審
以
聞
。

一
、
各
處
內
外
鎭
守
官
貢
獻
、
除
常
例
外
、
其

餘
不
急
之
務
、
暫
且
停
止
。

一
、
在
京
官
員
軍
民
之
家
一
應
齋
醮
、
及
冠
婚

喪
祭
服
食
、
毋
得
奢
侈
僭
用
、
違
者
罪
之
。

一
、
各
處
輪
班
・
京
操
官
軍
、
有
因
災
傷
來
遲

者
、
俱
免
問
罪
送
營
補
操
。

一
、
淨
身
人
發
各
處
充
軍
者
、
該
衞
起
送
至
京
、

發
南
海
子
種
菜
。

一
、
各
營
官
軍
倒
死
騎
操
馬
、

民
間
買
補
四

戶
馬
、
所
司
俱
査
數
以
聞
。

皇
帝
敕
諭
文
武
羣
臣　

、「
朕
以
涼
德
、
嗣
守
鴻
圖
、

夙
夜
憂
勤
、
臻
治
理
案
。　

上
天
示
戒
、
亢
旱
踰
時
、

田
苗
枯
槁
、
民
庶
驚
惶
、
朕
甚
憫
焉
。
已
嘗

恤
刑

獄
、
偏
禱
神
祇
、
而
雨
澤
未
降
、
豈
冤
抑
未
伸
、
財

用
未
節
、
困
苦
未
蘇
、
而
致
然
歟
。
抑
爾
百
官
奉
公

守
法
之
心
懈
、
而
罔
上
厲
下
之
私
朦
歟
。
茲
朕
省
躬

自
飾
、
節
減
用
度
、
疎
放
宮
人
、
及
條
亦
合
行
事
宜
。

令
內
外
衙
門
從
實
舉
行
。
爾
等
具
各
體
朕
心
、
痛
自

修
省
、
盡
心
職
業
、
務
致
實
劾
、
以
回
天
心
、
以
蘇

民
困
。
以
紆
朕
憂
憫
元
元
。

其
欽
承
之
。
故
諭
、
計
開
、

一
、
該
部
査
在
京
文
武
官
員
罰
俸
住
俸
緣
由
、

具
奏
處
置
。

一
、在
京
文
武
官
員
爲
事
欽
發
充
軍
爲
民
緣
由
、

法
司
査
來
看
。

一
、
兩
京
法
司
見
監
重
囚
情
罪
有
可
矜
疑
者
、

再
審
開
來
說
。

一
、
各
處
內
外
鎭
守
官
員
貢
獻
、
除
常
例
外
、

其
餘
不
急
之
物
、
暫
且
停
止
。

一
、
在
京
官
員
軍
民
之
家
一
應
齋
醮
、
及
冠
婚

喪
祭
服
飾
、
悉
從
禁
例
、
不
許
侈
會
僭
用
、
違

者
治
者
。

一
、
各
處
輪
班
・
京
操
官
軍
、
有
因
災
傷
來
遲

的
、
都
免
問
罪
、
送
營
補
操
。

一
、
淨
身
人
見
發
各
處
充
軍
者
、
該
衞
起
送
赴

部
、
發
南
京
海
于
種
菜
。

一
、
各
營
倒
死
騎
操
馬
匹
、

民
間
買
補
四
戶

馬
、
該
衙
門
都
査
數
來
看
。

成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
。

※
表
內
の
文
字
は
比
較
の
便
を
考
え
、
い
ず
れ
も
俗
字
・
略
字
を
正
字
に
直
し
て
あ
る
。

【比較表】
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一
、
各
處
の
輪
班
・
京
操
の
官
軍
、
災
傷
に
因
り
て
來
た
る
こ
と
遲
き
的も

の

有
ら

ば
、
都す

べ

て
問
罪
を
免
じ
、
營
に
送
り
て
補
操
せ
よ
。

一
、
淨
身
の
人
の
見げ

ん

に
各
處
の
充
軍
に
發
せ
ら
れ
た
る
者
は
、
該
衞　

起
送
し

て
部
に
赴
か
し
め
、
南
京
の
海
于
に
發
し
て
種
菜
せ
し
め
よ
。

一
、
各
營
の
倒
死
せ
る
騎
操
の
馬
匹
、

び
に
民
間
に
買
補
せ
る
四
戶
馬
は
、

該
衙
門　

都す
べ

て
數
を
査
べ
來
た
り
看
せ
よ
。

成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
。

解
說

こ
の
事
例
は
「
法
司
の
條
例
に
干
礙
す
る
を
陳
言
す
れ
ば
須
く
要ま

さ

に
會
議
す
べ
き

の
例
（
陳
言
干
礙
法
司
條
例
須
要
會
議
例
）」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は

お
そ
ら
く
『
事
類
纂
』
の
編
纂
者
が
便
宜
的
に
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
內
容

は
、
大
理
寺
卿
宋
旻
に
よ
る
「
條
例
を
清
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
本
で

あ
る
。
上
述
の
譯
註
部
分
で
は
こ
の
題
本
を
內
容
ご
と
に
分
割
し
た
が
、
こ
こ
で
は

事
件
を
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
し
な
お
し
、
理
解
の
扶
け
と
し
た
い
。

宋
旻
の
題
本
の
冒
頭
に
は
「
大
理
寺
右
寺
丞
か
ら
の
呈
堂
稿
（
案
呈
）
に
據
る
と
、

禮
部
祠
祭
司
の
手
本
を
受
理
し
、兵
科
が
抄
寫
し
た
兵
科
給
事
中
祝
瀾
の
題
本
に
（
據

右
寺
案
呈
、
准
禮
部
祠
祭
司
手
本
、
兵
科
抄
出
兵
科
給
事
中
祝
瀾
題
稱
）」
と
い
う
文
書
の

流
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
理
寺
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
宋
旻
の
も
と
に
、

大
理
寺
右
寺
丞
か
ら
の
案
呈
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
右
寺
丞
が
受
理
し
た
禮
部
祠
祭

司
の
手
本
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
中
に
兵
科
給
事
中
の
祝
瀾
が
書
い
た
題
奏
が
引
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
重
層
構
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
案
は
兵
科
給
事
中
祝
瀾
に

よ
る
以
下
の
題
奏
に
始
ま
る
。

條
例
は
歳
月
を
經
て
蓄
積
さ
れ
、
一
つ
の
事
案
に
三
つ
四
つ
の
例
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
事
案
が
お
こ
る
た
び
に
新
設
さ
れ
る
た
め
に
、
每
年
そ
の

例
が
變
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
條
例
が
浩
瀚
と
な
り
、
そ
の
中
に
得

失
混
雜
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
諸
司
官
員
が
こ
の
條
例
を
施

行
す
る
間
に
、
事
態
を
酌
量
し
て
こ
の
例
に
よ
っ
て
善
を
扶
け
惡
を
抑
え
る
場

合
も
多
く
あ
れ
ば
、
罪
を
あ
て
る
際
に
故
意
に
罪
を
必
要
以
上
に
輕
く
し
た
り

重
く
し
た
り
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
お
そ
ら
く
、
一
定
の
規
定
が
な
い
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
も
し
、
會
議
し
て

條
例
を
清
理
し
な
か
っ
た
な
ら
、深
刻
な
行
政
上
の
不
便
を
き
た
す
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
祝
瀾
の
題
本
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
に
對
し
、
成

化
帝
は
、成
化
十
（
一
四
七
四
）
年
六
月
三
日
に
「
該
當
す
る
衙
門
は
こ
の
題
本
を
讀

み
終
わ
っ
た
ら
見
解
を
申
し
述
べ
よ
」
と
の
聖
旨
を
下
す
。
祝
瀾
の
題
奏
は
こ
の
聖

旨
が
下
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
明
確
な
期
日
は
不
明
で

あ
る
。
こ
の
一
件
の
流
れ
は
『
明
實
錄
』
に
も
、

兵
科
給
事
中
祝
瀾
言
へ
ら
く
、「
我
が
祖
宗
、
古
を
酌
み
今
に
準
じ
、『
大
誥
』

を
製
り
、『
律
令
』
及
び
『
諸
司
職
掌
』『
洪
武
禮
制
』
等
の
書
を
定
め
、
中
外

に
頒
布
し
、
臣
民
を
し
て
遵
守
せ
し
む
。
然
る
に
民
生
日ひ

に
ひに

繁
り
、
庶
事
百
出

し
、
制
書
に
未
だ
備つ

ぶ

さ
に
は
載
せ
ざ
る
者
有
り
、
或
は
朝
廷
の
施
行
す
る
と
こ

ろ
有
り
、
臣
下
の
建
請
す
る
と
こ
ろ
有
り
、
遂
に
之
に
因
り
て
以
て
條
例
と
爲

す
。
故
に
事
同
じ
く
し
て
授
引
す
る
に
或
は
異
な
り
、
罪
一
に
し
て
議
擬
す
る

に
各
〻
殊
な
り
、
官
司　

以
て
情
に
任
せ
て
遷
就
す
る
を
得え

、
吏
胥　

以
て
其

の
手
に
高
下
す
る
を
得う

。
如た

と

は
ば
文
武
官
の
品
級
同
じ
く
、
而
れ
ど
も
其
の
父

母
妻
の
葬
祭
に
例
を
殊
に
し
、
冤
を
愬う

っ
たふ

る
の
人
同
じ
く
し
て
、
給
引
と
艘
送

と
に
科
を
殊
に
す
。
乞
ふ
ら
く
は
、
在
京
の
文
武
大
臣
に

し
て
、
備
さ
に
內

外
新
舊
の
條
例
を
査
べ
、
務
め
て
至
當
に
歸
し
、
類
を
以
て
相あ

ひ

從し
た
がひ

て
編
集
し
、

奏
聞
し
て
旨
を
取
り
て
裁
決
し
、
定
め
て
『
見
行
條
例
』
と
爲
し
、
刊
板
・
印

行
せ
ん
こ
と
を
。
則
ち
天
下
皆
な
遵
守
し
て
惑
う
こ
と
無
か
ら
ん
」
と
。
詔
下

り
、「
所
司
議
し
て
行
へ
」
と76
。
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と
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
宋
旻
の
題
奏
の
冒
頭
に
「
禮
部
祠
祭
司
の
手
本
」
が
登
場
す

る
理
由
が
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
祝
瀾
の
題
奏
の
き
っ
か
け
に
は
、「
文
武
官

の
品
級
が
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
父
母
や
妻
の
葬
祭
に
つ
い
て
、
例

が
異
な
る
」
と
い
う
禮
制
上
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
關
係
衙
門
た
る
禮
部

祠
祭
司
の
手
本
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

『
明
實
錄
』
に
は
、
こ
の
の
ち
、
成
化
帝
の
聖
旨
に
對
す
る
二
つ
の
衙
門
の
答
申
が

示
さ
れ
る
。

禮
部
覆
奏
す
ら
く
、「
今
後
、
文
武
官
員
の
父
母
妻
亡
き
者
は
、
一
に
成
化
七
年

の
奏
例
に
遵
じ
、
見
任
の
受
封
・
品
級
の
應
に
祭
葬
す
べ
き
者
は
、
例
の
如
く

祭
葬
し
、
應
に
祭
る
べ
き
者
は
止
だ
祭
を
與
ふ
の
み
。
其
れ
應
に
祭
葬
す
べ
か

ら
ざ
る
者
は
、
與
へ
ず
。
事
例　

一
に
歸
し
、
紛
擾
を
致
さ
ざ
る
に
庶
か
ら
ん
」

と
。
之
に
從
ふ
。
命
に
仍
り
て
、
禮
を
以
て
致
仕
せ
る
者
は
見
任
の
例
と
同
じ

ふ
す
。

都
察
院
覆
奏
す
ら
く
、「
冤
を
愬
ふ
る
の
人
、
給
引
と
艘
送
と
に
一
な
ら
ざ
る
者

は
、
自
奏
と
抱
愬
と
を
以
て
す
る
者
、
情
犯
の
輕
重　

同
じ
か
ら
ず
。
且
つ
瀾

が
奏
內
に
、
囚
人
の
姓
名
を
誤
寫
し
た
れ
ば
、
宜
し
く
其
の
罪
を
治
す
べ
し
」

と
。
上　

之
を
宥ゆ

る

す77
。
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禮
部
と
都
察
院
の
答
申
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た
祝
瀾
の
題
奏
の
「
如た

と

は
ば
文
武
官
の
品
級
同
じ
く
、
而
れ
ど
も
其
の
父
母
・
妻
の
葬
祭
に
例
を
殊
に
」
す

る
と
い
う
禮
制
上
の
問
題
と
、「
冤
を
愬う

っ
たふ

る
の
人
同
じ
く
し
て
給
引
と
艘
送
と
に
科

を
殊
に
」
す
る
と
い
う
刑
獄
上
の
問
題
に
對
應
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
ほ

か
に
も
多
く
の
答
申
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
六
月
十
日

付
け
の
刑
部
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
答
申
が
『
事
類
纂
』
の
題
本
に
見
え
る
。

臣
等
が
考
え
ま
す
に
、
給
事
中
祝
瀾
の
言
う
、「
ま
さ
に
五
府
・
六
部
・
都
察

院
・
大
理
寺
等
の
役
所
に
、
京
師
・
地
方
、
古
今
を
問
わ
ず
逐
一
の
條
例
を
つ

ぶ
さ
に
調
査
し
、
揭
帖
に
列
舉
し
て
、
內
閣
の
重
臣
た
ち
と
會
議
し
て
、『
大
明

律
』
の
內
容
に
合
致
し
、
な
お
か
つ
ま
こ
と
に
輿
情
に
そ
う
も
の
、
明
白
で
簡

潔
な
も
の
を
選
び
だ
し
て
、
分
類
し
て
申
し
述
べ
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
伏
し
て

乞
う
ら
く
は
皇
帝
陛
下
の
ご
裁
可
を
賜
り
、「
現
行
條
例
」
を
定
め
て
、
印
刷
製

本
し
て
、
兩
京
（
北
京
・
南
京
）
の
す
べ
て
の
役
所
お
よ
び
地
方
の
府
州
縣
に
頒

布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
吏
に
遵
守
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
一
節

が
あ
り
ま
す
。
五
府
・
六
部
・
都
察
院
・
大
理
寺
等
の
役
所
に
こ
の
答
申
を
通

逹
し
て
、
本
官
の
奏
す
る
と
こ
ろ
に
依
據
し
て
調
査
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
皇

帝
に
報
吿
し
て
（
奏
請
）、
許
可
を
得
て
實
行
す
る
（
定
奪
）
と
い
う
手
續
き
を

經
て
施
行
す
る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
に
見
え
る
「
本
官
」
が
ど
の
役
所
で
あ
る
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
、
後
に

「
該
本
部
」
と
見
え
る
の
で
六
部
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、筆
者
が
先

に
刑
部
か
ら
の
も
の
と
「
思
わ
れ
る
」
と
濁
し
た
理
由
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
こ
れ
に
成
化
帝
は
、「
よ
か
ろ
う
。
各
衙
門
に
斟
酌
整
理
せ
し
め
、
か
な
ら

ず
や
適
切
に
處
置
い
た
せ
」
と
の
聖
旨
を
く
だ
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
祝
瀾
の
題
奏
と

刑
部
の
答
申
が
各
該
當
衙
門
に
通
逹
（
行
移
）
さ
れ
、右
寺
丞
か
ら
大
理
寺
卿
に
そ
の

呈
文
が
上
が
っ
て
き
た
。

こ
の
流
れ
を
經
た
大
理
寺
卿
の
答
申
が
、
こ
の
「
成
化
十
六
日
六
月
二
十
九
日
大

理
寺
卿
宋
等
題
爲
清
理
條
例
事
」
と
い
う
題
本
で
あ
る
。
先
に
注
⑬
に
お
い
て
指
摘

し
た
通
り
、
こ
の
「
成
化
十
六
日
」
と
い
う
の
は
「
成
化
十
年
」
の
誤
寫
で
、
下
の

「
六
月
」に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
た
め
、成
化
十
年
六
月
二
十
九

日
付
け
の
大
理
寺
卿
宋
旻
に
よ
る
題
奏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
大
理
寺
の
具
體
的
な
答
申
を
見
て
ゆ
こ
う
。

關
係
文
書
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
（
照
得
）、
法
司
の
現
行

の
條
例
は
、
い
ず
れ
も
囚
人
を
處
理
（
發
落
）
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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あ
れ
ら
が
以
前
に
裁
可
（
奏
准
）
さ
れ
た
時
、あ
る
も
の
は
一
時
の
便
宜
に
よ
っ

て
、
ま
た
あ
る
も
の
は
自
己
の
見
解
に
よ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
施
行
す
る

期
間
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
に
施
行
す
べ
き
も
の
も
あ
れ
ば
、
た
だ
一
時
的
な

施
行
に
と
ど
め
る
べ
き
も
の
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
甲
は
可
で
あ
る
が
乙
は

否
と
い
う
〔
正
反
對
な
內
容
の
〕
も
の
も
あ
り
、
あ
る
い
は
處
置
が
一
定
で
な

い
も
の
も
あ
り
、あ
る
い
は
そ
の
輕
重
が
適
當
で
な
い
（
失
宜
）
も
の
も
あ
り
ま

す
。
今
、
給
事
中
祝
瀾
の
奏
言
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
こ
と
に
そ
の
弊
害
に
迫
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
法
司
の
施
行
す
る
現
行
の
條
例
が
煩
雜
な
樣
子
を
說
明
し
た
上
で
、
祝

瀾
の
題
奏
へ
の
評
價
を
示
し
て
い
る
。
續
い
て
、

卑
見
を
述
べ
ま
す
れ
ば
（
竊
緣
）、
大
理
寺
と
刑
部
・
都
察
院
と
は
仕
事
を
と
も

に
す
る
一
體
の
役
所
で
あ
り
、
も
し
會
議
し
て
な
お
妥
當
な
も
の
と
な
ら
ず
、

依
然
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
陳
奏
す
れ
ば
、
事
例
と
し
て
一

つ
の
結
論
に
歸
着
す
る
こ
と
無
い
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
こ
れ
に
よ
っ
て
前
弊
を

蹈ふ

ん
で
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
お
り
ま
す
。
も
し
陛
下
に
お
聞
き
及
び
い
た
だ

き
ま
す
れ
ば
幸
い
な
こ
と
で
す
が
（
如
蒙
）、
乞
う
ら
く
は
、
刑
部
に
命
じ
て
、

現
行
の
事
例
を
逐
一
調
査
し
て
書
き
寫
し
、
都
察
院
と
會
議
し
て
、
臣
等
（
大

理
寺
）
と
と
も
に
公
平
に
斟
酌
し
て
、
因
る
べ
き
も
の
、
改
革
す
べ
き
も
の
を

決
め
、
あ
る
も
の
は
增
し
、
あ
る
も
の
は
減
ら
し
、
會
議
し
て
內
容
ご
と
に
分

類
さ
せ
る
こ
と
を
お
許
し
に
な
り
、
奏
請
の
う
え
、
定
奪
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。
さ
ら
に
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
法
司
の
條
例
に
關
係
す
る
提
言
（
陳
言
）

は
、
例
に
照
ら
し
て
會
議
し
た
う
え
で
、
は
じ
め
て
具
奏
施
行
す
る
こ
と
を
許

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
事
體
は
基
準
が
一
つ
に
な
り
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も

の
と
で
判
斷
が
分
か
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
輕
重
は
宜
し
き
を
得
て
人
が
遵

守
し
易
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。
條
例
を
編
纂
し
て
整
理
す
べ
き
の
事
理
で
あ
る

た
め
、
題
本
に
具
え
て
上
奏
い
た
し
ま
す
。

と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
「
見
行
條
例
」
類
纂
の
事
業
は
、
刑
部
・
都
察
院
・
大
理
寺

の
い
わ
ゆ
る
三
法
司
が
、
共
同
し
て
調
査
・
編
集
に
あ
た
り
、
種
類
ご
と
に
分
け
て

皇
帝
陛
下
に
報
吿
の
上
、
決
裁
を
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
を
提
案
す
る

內
容
で
あ
る
。
こ
の
提
案
に
成
化
帝
は
「
是
な
り
」
と
答
え
、
お
そ
ら
く
こ
の
一
件

は
宋
旻
の
提
案
通
り
に
進
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
明
實
錄
』
に
も
そ
の

後
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
見
行
條
例
」
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
文
獻

史
料
に
は
見
え
て
こ
な
い
。

『
事
類
纂
』
で
は
こ
の
題
本
の
直
後
に
成
化
二
十
三
年
の
敕
諭
が
置
か
れ
て
い
る
。

葉
を
改
め
て
書
き
始
め
ら
れ
た
敕
諭
は
一
葉
の
表
裏
に
納
め
ら
れ
、
最
後
の
二
行
は

次
の
事
例
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
關
係
の
な
い
葉
が
紛
れ
込
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
も
と
も
と
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
內
容
か
ら
考
え
て

も
、
こ
の
敕
諭
と
成
化
十
年
の
宋
旻
の
題
奏
と
の
關
係
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
敕
諭
の
日
付
を
『
事
類
纂
』
は
成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
と
す
る
が
、

『
明
憲
宗
實
錄
』
は
、
こ
れ
を
同
年
五
月
丙
辰
（
十
七
日
）
條
に
載
せ
て
い
る
。
ま

た
、『
禮
部
志
稿
』
卷
五
・
聖
訓
「
修
省
之
訓
」
に
載
る
同
文
も
「
成
化
二
十
三
年
五

月
上
以
旱
灾
敕
諭
文
武
羣
臣
曰
」
か
ら
始
ま
り
、『
皇
明
詔
令
』
卷
一
六
・
憲
宗
純
皇

帝
下
に
收
錄
さ
れ
た
同
文
「
旱
災
寛
恤
詔
」
も
日
付
を
五
月
十
七
日
と
し
て
い
る
。

で
は
「
四
月
二
十
五
日
」
と
い
う
『
事
類
纂
』
の
日
付
は
ど
こ
か
ら
き
た
も
の
か
、

『
明
實
錄
』
を
め
く
っ
て
み
る
と
、
四
月
二
十
三
日
に

 

上　

文
武
羣
臣
に
諭
し
て
曰
く
、「
今
、
天
時
亢
旱
な
れ
ば
、
朕
甚
だ
憂
惶
し
、

心
も
て
祈
禱
し
、
二
十
五
日
を
始
め
と
爲
し
て
よ
り
、
齋
を
致
す
こ
と
三
日
。

其
れ
各
〻
祗
愼
を
加
へ
、
怠
遑
或あ

る
こ
と
毋
か
れ
」
と78
。

（『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
八
九
・
成
化
二
十
三
年
四
月
壬
辰
條
）

と
い
う
記
錄
が
み
え
る
、
す
な
わ
ち
昨
今
の
旱
魃
を
受
け
て
成
化
帝
が
自
ら
三
日
間

の
潔
斎
に
入
っ
た
の
が
四
月
二
十
五
日
な
の
で
あ
る
。『
事
類
纂
』の
日
付
の
根
據
は
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こ
の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
こ
の
敕
諭
が
「
四
月
二
十
五
日
」
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
と
し
て
も
敕
諭
の
日
付
は
五
月

十
七
日
が
妥
當
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、『
明
實
錄
』
五
月
十
六
日
條

に
、「
亢
旱
を
以
て
廷
臣
を
遣
は
し
て
香
幣
を
齎
り
て
分
か
ち
て
天
下
の
山
川
に
禱

る
。（
…
後
略79
）」
と
あ
り
、
成
化
帝
の
ま
ご
こ
ろ
も
む
な
し
く
こ
の
旱
魃
は
五
月
に

入
っ
て
も
續
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
、
こ
れ
こ
そ
敕
諭
中
に
見
え
る
「
徧
く

神
祗
に
禱
る
も
、
雨
澤
未
だ
降
ら
ず
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
事
例
か
ら
見
え
る
膨
大
な
條
例
の
整
理
作
業
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
條
例

が
無
け
れ
ば
政
務
が
回
ら
な
い
と
い
う
狀
態
を
表
し
て
い
る
。
明
朝
開
闢
以
來
續
け

ら
れ
て
き
た
條
例
の
輕
視
と
い
う
原
則
は
、
成
化
年
間
に
は
そ
の
限
界
を
迎
え
て
お

り
、
こ
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
な
現
場
か
ら
の
變
革
が
求
め
ら
れ
た
結
果

と
し
て
、
弘
治
帝
の
卽
位
詔
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

各
處
布
政
司

び
に
南
北
直
隸
處
所
の
軍
民
詞
訟
す
る
に
、「
謀
逆
」

び
に

「
盜
賊
の
地
方
を
攻
陷
す
」
の
重
情
を
除
く
の
外
、其
の
餘
の
一あ

ら
ゆ應

る
輕
重
の
事

情
は
、
須
く
要ま

さ

に
下
よ
り
し
て
上
し
て
陳
吿
す
べ
し
。
若
し
驀
越
し
て
京
に
來

り
て
奏
吿
せ
る
者
は
、
法
司　

例
に
照
ら
し
て
問
罪
せ
よ
。
奏
す
る
と
こ
ろ
の

情
詞
を
將
て
原
籍
の
官
司
に
類
行
し
て
問
理
し
、
司
府
衞
所
州
縣
に
干
礙
せ
る

者
は
、
巡
按
御
史
或
は
巡
撫
都
御
史
に
行
し
て
問
理
せ
よ
、
輙
便
に
擬
奏
し
て

官
を
差
り
て
提
勘
し
軍
民
を
攪
擾
す
る
を
許
さ
ず80
。

例
に
照
ら
し
て
問
罪
す
る
こ
と
を
詔
敕
に
お
い
て
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、

條
例
の
整
理
に
關
す
る
本
格
的
な
議
論
が
は
じ
ま
り
、弘
治
十
三
年
の
『
問
刑
條
例
』

に
結
實
す
る
。
こ
の
經
緯
は
す
で
に
先
學
の
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
こ

こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
大
き
な
社
會
の
變
革
の
一
斑
を
示
す
史
料
と
し
て
、
こ
の

題
奏
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
つ
づ
く
）

注①　
當
該
資
料
の
解
題
は
、
猪
俣
貴
幸
・
豐
嶋
順
揮
「
明
鈔
本
『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
原

本
調
査
記
」（『
立
命
館
史
學
』（
三
八
）、二
〇
一
八
年
）
に
ま
と
め
た
の
で

せ
て
參

照
さ
れ
た
い
。

②　
『
明
史
』
卷
九
三
・
刑
法
志
一
・
律
文
條

 

　
　

  

太
祖
之
定
律
文
也
、
歷
代
相
承
、
無
敢
輕
改
。
其
一
時
變
通
、
或
由
詔
令
、
或
發

於
廷
臣
奏
議
、
有
關
治
體
、
言
獲
施
行
者
、
不
可
以
無
詳
也
。

③　

い
わ
ゆ
る
「
斷
罪
無
正
條
」
に
關
し
て
は
、
唐
律
以
來
規
定
が
見
ら
れ
る
。『
大
明

律
』
に
お
い
て
も
名
例
律
に
、

 

　
　

  

凡
律
令
該
載
不
盡
事
理
、
若
斷
罪
而
無
正
條
者
、
引
律
比
附
。
應
加
應
減
、
定
擬

罪
名
、
轉
逹
刑
部
、
議
定
奏
聞
。
若
輒
斷
決
、
致
罪
有
出
入
者
、
以
故
失
論
。

 

と
の
明
條
が
あ
り
、
前
代
と
の
大
き
な
違
い
は
比
附
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
比
附
の
由
來
や
沿
革
に
つ
い
て
は
中
田
薫「
律
令
法
系
の
發
逹
に
つ
い
て　

補
考
」（『
法
制
史
硏
究
』
三
）、
仁
井
田
陞
「
唐
律
に
お
け
る
通
則
的
規
定
と
そ
の
來

源
」「
宋
代
以
後
に
お
け
る
刑
法
上
の
基
本
問
題
」（『
中
國
法
制
史
硏
究
』
東
京
大
學

出
版
會
、
一
九
五
九
年
、
所
收
）、
滋
賀
秀
三
「
清
朝
時
代
の
刑
事
裁
判
」（
法
制
史
學

會
編
『
刑
罰
と
國
家
權
力
』
創
文
社
、
一
九
六
〇
年
、
所
收
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

清
代
に
お
け
る
比
附
に
つ
い
て
は
中
村
茂
夫
「
比
附
の
機
能
」（『
清
代
刑
法
硏
究
』
東

京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
三
年
、
第
二
章
所
收
）
に
詳
し
い
。

④　

こ
の
態
度
は
『
皇
明
祖
訓
』
祖
訓
首
章
に

 

　
　

  

一
、
朕
自
起
兵
至
今
四
十
餘
年
、
親
理
天
下
庶
務
、
人
情
善
惡
眞
僞
、
無
不
涉

歷
。
其
中
奸
頑
刁
詐
之
徒
、
情
犯
深
重
、
灼
然
無
疑
者
、
特
令
法
外
加
刑
、
意
在

使
人
知
所
警
懼
、
不
敢
輕
易
犯
法
。
然
此
特
權
時
處
置
、
頓
挫
奸
頑
、
非
守
成
之

君
所
用
常
法
。
以
後
子
孫
做
皇
帝
時
、
止
守
律
與
大
誥
、
並
不
許
用
黥
刺
・
腓
・

劓
・
閹
割
之
刑
。
云
何
、
蓋
嗣
君
宮
內
生
長
、
人
情
善
惡
、
未
能
周
知
。
恐
一
時

所
施
不
當
、
誤
傷
善
良
。
臣
下
敢
有
奏
用
此
刑
者
、
文
武
群
臣
卽
時
劾
奏
、
將
犯

人
淩
遲
、
全
家
處
死
。

 
と
そ
の
方
針
が
う
か
が
え
、
永
樂
帝
は
『
明
太
宗
實
錄
』
卷
二
三
六
・
永
樂
一
九
年
四

月
乙
巳
條
に
み
え
る
詔
の
一
款
に
、

 

　
　

  

一
、
法
司
所
問
囚
人
、
今
彼
一
依
大
明
律
擬
罪
、
不
行
深
文
妄
行
榜
文
條
例
。

 

と
條
例
の
援
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、こ
う
し
た
內
容
は
主
と
し
て
歷
代
の
卽
位
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詔
に
見
え
る
が
、殊
に
景
泰
帝
は
そ
の
卽
位
詔
（『
皇
明
詔
令
』
卷
一
二
）
の
一
款
に
、

 
　
　

  

一
、
今
後
內
外
法
司
所
問
罪
囚
、
一
依
大
明
律
科
斷
、
不
許
深
文
。
其
有
一
應
條

例
並
除
不
用
。

 

と
あ
り
、
ま
た
成
化
帝
は
卽
位
詔
（『
皇
明
詔
令
』
卷
一
五
）
の
一
款
に
は
、

 

　
　

  
一
、
凡
問
囚
犯
、
今
後
一
依
大
明
律
科
斷
、
照
例
運
磚
做
工
納
米
等
項
發
落
、
所

有
條
例
並
革
去
。（
…
後
略
）

 

と
前
代
の
條
例
を
革
去
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

⑤　

明
代
中
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
變
化
に
つ
い
て
は
、
加
藤
雄
三
「
明
代
成
化
・
弘
治

の
律
と
例
（
一
）
―
依
律
照
例
發
落
攷
―
」（『
法
學
論
叢
』（
一
四
二
）、
一
九
九
七

年
）、「
同
（
二
）」（『
法
學
論
叢
』（
一
四
三
）、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

⑥　

こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
お
よ
び
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
所
藏
明
鈔
本
『
皇
明
條
法
事
類

纂
』
に
つ
い
て
は
、
小
島
浩
之
「『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
電
子
化

記
―
―
文
獻
學
・

資
料
學
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
は
ざ
ま
」（
漢
字
文
獻
情
報
處
理
硏
究
會
編
『
漢

字
文
獻
情
報
處
理
硏
究
』
好
文
出
版
、二
〇
一
八
年
）
に
詳
細
か
つ
多
角
的
な
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
た
め
、

せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。

⑦　

引
比
：「
引
律
比
附
」
の
簡
略
語
。
近
似
す
る
律
文
を
引
用
し
て
類
推
適
用
（
＝
比

附
）
す
る
こ
と
。

⑧　
『
大
明
律
』
卷
二
八
・
刑
律
・
斷
獄
・
斷
罪
引
律
令
條

 

　
　

  

凡
斷
罪
皆
須
具
引
律
令
。
違
者
、笞
三
十
。
若
數
事
共
條
、止
引
所
犯
罪
者
、聽
。

其
特
旨
斷
罪
、
臨
時
處
治
、
不
爲
定
律
者
、
不
得
引
比
爲
律
。
若
輒
引
比
、
致
罪

有
出
入
者
、
以
故
失
論
。

⑨　

唐
律
條
文
テ
キ
ス
ト
は
『
律 

附
音
義
』（
北
京
圖
書
館
藏
宋
刻
本
影
印
、上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

　
　
『
律 

附
音
義
』
斷
獄
第
十
二
・
斷
罪
引
律
令
條

 

　
　

  

諸
斷
罪
皆
須
具
引
律
・
令
・
格
・
式
正
文
、
違
者
笞
三
十
。
若
數
事
共
條
、
止
引

所
犯
罪
者
、
聽
。

⑩　

引
律
比
附
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、黃
彰
健
『
明
代
律
例
彙
編
』
下
册
卷
末
附

錄
「
比
附
律
條
考
」
を
參
照
。

⑪　

陳
言
：
君
主
に
對
し
て
陳
述
さ
れ
た
言
說
を
い
う
。『
孔
子
家
語
』
儒
行
に
「
儒
有

澡
身
浴
德
、
陳
言
而
伏
、
靜
言
而
正
之
、
而
上
下
不
知
也
」
と
あ
り
、
王
肅
注
に
「
陳

言
於
君
、
不
望
其
報
」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
は
臣
下
か
ら
上
奏
さ
れ
た
言
說
を
指
す
。

⑫　

干
礙
：
礙
は
妨
げ
と
な
る
こ
と
を
表
す
が
、
こ
こ
で
は
「
關
係
す
る
」
程
度
の
意

味
。

⑬　

成
化
十
六
日
〔
十
年
〕：
楊
本
で
は
「
十
（
六
）〔
一
〕（
日
）〔
年
〕」
す
な
わ
ち

「
十
一
年
」
に
作
る
。
內
に
引
用
さ
れ
た
祝
瀾
の
題
奏
が
成
化
十
（
一
四
七
四
）
年
六

月
初
三
日
付
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
修
正
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、『
明
憲
宗
實
錄
』
に
は
、
成
化
十
年
、
十
一
年
、
十
六
年
の
い
ず
れ
に
も
當
該

案
件
に
合
致
す
る
題
奏
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
時
系
列
か
ら
考
え
て
、成
化
十
年
六

月
初
三
日
に
祝
瀾
の
題
奏
に
對
す
る
聖
旨
が
發
せ
ら
れ
、同
年
六
月
初
十
日
に
刑
部
の

答
申
に
對
す
る
聖
旨
が
下
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
は
直
後
の
成
化
十
年
六
月

二
十
九
日
に
大
理
寺
か
ら
題
奏
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑭　

大
理
寺
卿
：
明
代
に
お
け
る
大
理
寺
は
、
重
要
な
刑
事
案
件
の
審
理
や
再
審
を
擔
當

す
る
衙
門
。
卿
は
そ
の
長
官
（
正
三
品
）。『
明
史
』
卷
七
三
、
職
官
志
二
、
大
理
寺
條

を
參
照
。

⑮　

宋
旻
（
一
四
一
九-

一
四
九
八
）：
字
は
弘
澤
、
浙
江
嚴
州
府
淳
安
縣
人
。
景
泰
二

年
の
進
士
（
第
二
甲
第
六
名
）。
三
十
餘
年
に
わ
た
り
大
理
寺
に
て
司
法
官
僚
を
歷
任

し
、
成
化
九
（
一
四
七
三
）
年
十
一
月
、
大
理
寺
卿
と
な
る
。
十
（
一
四
七
四
）
年
、

兩
廣
總
督
と
な
り
、
同
二
十
三
（
一
四
八
七
）
年
に
致
仕
。
弘
治
十
一
（
一
四
九
八
）

年
に
卒
去
し
た
。

 

『
景
泰
二
年
進
士
登
科
錄
』（『
天
一
閣
藏
明
代
科
舉
錄
選
刊
・
登
科
錄
』
所
收
）

 

　
　

  

宋
旻
、
貫
浙
江
嚴
州
府
淳
安
縣
。
民
籍
。
國
子
生
。
治
春
秋
。
字
、
弘
澤
。
行

一
。
年
三
十
二
。
十
月
二
十
日
生
。

 

　
　

  

曾
祖
、
庚
。
祖
、
仲
堅
〈
贈
禮
部
郎
中
〉。
父
、
興
〈
任
河
南
右
布
政
使
〉。
母
、

薛
氏
。

 

　
　

  

浙
江
鄕
試
第
十
八
名
。
會
試
第
七
十
三
名
。

 

『
明
孝
宗
實
錄
』
卷
一
四
〇
・
弘
治
一
一
年
八
月
丙
寅
條
に

 
　
　

  

致
仕
都
察
院
右
都
御
史
宋
旻
卒
。
旻
、
字
弘
澤
、
浙
江
淳
安
縣
人
。
景
泰
二
年
進

士
、
授
大
理
寺
評
事
、
進
寺
正
、
薦
陞
本
寺
右
寺
丞
、
歷
左
右
少
卿
、
本
寺
卿
、

都
察
院
右
都
御
史
、
總
督
兩
廣
軍
務
。
弘
治
元
年
、
言
官
劾
其
老
懦
無
爲
、
令
致

仕
。
後
復
以
旻
在
兩
廣
時
、
嘗
訪
孝
穆
皇
太
后
宗
支
失
實
、
降
右
副
都
御
史
、
仍

致
仕
。
至
是
卒
、
年
七
十
九
。
賜
祭
葬
如
例
。
旻
少
有
清
稱
、
雖
歷
官
貴
顯
、
而

自
奉
甚
約
。
在
大
理
三
十
餘
年
、
治
獄
平
恕
、
然
治
劇
非
其
所
長
。
其
巡
撫
兩



九
三

『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
卷
四
八
・
刑
部
類
・
斷
罪
引
律
令　

譯
註
稿
（
上
）
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廣
、
紀
綱
不
立
、
人
以
老
人
目
之
、
盖
亦
稍
變
其
初
節
云
。

 
こ
の
ほ
か
、『
浙
江
通
志
』
卷
一
六
二
・
人
物
・
名
臣
・
嚴
州
府
一
五
・
宋
旻
條
、
汪

森
編
『
粤
西
叢
載
』
卷
八
・
總
督
兩
廣
軍
務
所
引
『
國
朝
典
彙
』
に
も
傳
記
史
料
が
見

ら
れ
る
。

⑯　

爲
〜
事
：
公
文
書
の
冒
頭
に
お
い
て
、
そ
の
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
示
す
カ
ギ
括
弧
の

よ
う
な
役
割
の
書
式
。「
〜
せ
ん
が
事
の
爲た
め

に
す
」
と
訓
む
が
、
特
別
の
意
味
が
あ
る

わ
け
で
は
無
い
。

⑰　

右
寺
：
大
理
寺
右
寺
丞
を
い
う
。
左
右
寺
丞
は
、
卿
・
小
卿
に
次
ぐ
補
佐
官
。『
明

史
』
卷
七
三
、
職
官
志
二
、
大
理
寺
條
を
參
照
。

⑱　

案
呈
：『
吏
文
輯
覽
』
に
お
い
て
案
呈
は
「
六
部
清
吏
司
及
び
各
處
の
經
歷
司
の
本

衙
門
の
堂
上
に
呈
す
る
の
文
な
り
」
と
說
明
さ
れ
る
。
明
清
の

案
に
お
い
て
は
、文

書
作
成
の
擔
當
官
が
、
堂
官
す
な
わ
ち
中
央
官
庁
の
正
・
副
長
官
に
對
し
て
起
草
・
提

出
し
た
公
文
書
（
呈
堂
稿
）
を
引
用
す
る
際
に
使
用
す
る
語
。
堂
官
は
こ
れ
に
署
名
し

て
發
送
す
る
。

⑲　

禮
部
祠
祭
司
：
祠
祭
司
は
、
禮
部
の
下
部
機
構
た
る
四
清
吏
司
（
儀
制
・
祠
祭
・
主

客
・
精
膳
）
の
ひ
と
つ
で
、
正
し
く
は
祠
祭
清
吏
司
。
官
員
は
郎
中
一
人
（
正
五
品
）、

員
外
郎
一
人
（
從
五
品
）、
主
事
一
人
（
正
六
品
）。
諸
々
の
祭
祀
・
天
文
・
國
恤
・
廟

諱
に
關
す
る
こ
と
を
管
轄
す
る
。
ま
た
、
天
文
・
地
理
・
醫
藥
・
卜
筮
・
師
巫
・
音

樂
・
仏
僧
・
道
士
な
ど
を
管
理
す
る
。『
明
史
』
卷
七
二
・
職
官
志
二
・
禮
部
條
參
照
。

⑳　

手
本
：
官
廳
間
で
往
復
さ
れ
る
平
行
文
。

㉑　

兵
科
：
六
科
の
一
つ
。
六
科
は
都
察
院
と
は
系
統
を
異
に
す
る
監
察
機
構
。
上
諭
あ

る
い
は
皇
帝
の
裁
可
を
經
た
題
奏
を
公
布
し
、
內
容
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ

を
封

す
る
權
利
を
有
す
る
。
ま
た
、六
部
の
行
政
に
つ
い
て
監
察
を
行
う
の
み
な
ら

ず
、
朝
政
全
般
に
わ
た
っ
て
意
見
を
具
申
す
る
こ
と
も
可
能
。『
明
史
』
卷
七
四
・
職

官
志
三
・
六
科
條
を
參
照
。

㉒　

抄
出
：
文
書
の
寫
し
を
取
っ
て
發
出
す
る
こ
と
。「
抄
發
」
と
も
。

㉓　

給
事
中
：
六
科
に
所
屬
す
る
官
員
の
名
稱
。
兵
科
に
は
十
名
が
置
か
れ
た
。
官
品
は

正
九
品
と
低
い
も
の
の
、
大
き
な
發
言
權
を
有
し
、
六
科
給
事
中
と
十
三
道
監
察
御
史

を
合
わ
せ
て
「
科
道
官
」
と
總
稱
。『
明
史
』
卷
七
四
・
職
官
志
三
・
六
科
條
を
參
照
。

㉔　

祝
瀾
（
一
四
三
六-

？
）：
字
は
有
本
。
江
西
德
興
の
人
。
成
化
五
（
一
四
六
九
）

年
の
正
奏
名
進
士
（
第
三
甲
第
一
百
三
十
四
名
）
で
、
兵
科
給
事
中
と
な
り
、
廷

を

被
り
安
州
判
官
に
左

さ
れ
る
も
、時
事
の
急
務
を
上
奏
し
た
こ
と
に
よ
り
國
子
監
丞

に

さ
れ
る
。
廟
祀
に
關
す
る
議
論
に
お
い
て
再
び
雲
南
廣
西
府
經
歷
に
左

さ
れ

る
。

 

『
成
化
五
年
進
士
登
科
錄
』（『
天
一
閣
藏
明
代
科
舉
錄
選
刊
・
登
科
錄
』
所
收
）

 

　
　

  

祝
瀾
。
貫
江
西
饒
州
府
德
興
縣
、
民
籍
、
國
子
生
。
治
詩
經
。
字
、
有
本
。
行

七
。
年
三
十
四
。
五
月
二
十
一
日
生
。
曾
祖
仲
銘
、
祖
韶

、
父
鎭
安
、
母
童

氏
。
慈
侍
下
。
兄
溥
・
頌
・
況
・
淑
・
澳
、
弟
涭
。
娶
舒
氏
。

 

　
　

  

江
西
鄕
試
第
十
八
名
。
會
試
第
一
百
三
十
九
名
。

 

雍
正
『
江
西
通
志
』
卷
九
〇
・
人
物
二
五
・
饒
州
府
四
・
明
（
髙
其
倬
・
尹
繼
善
・
謝

旻
纂
修
。）

 

　
　

  

祝
瀾
、
字
有
本
、
德
興
人
。
成
化
進
士
、
授
兵
科
給
事
中
、
立
朝
剛
直
敢
言
。
初
、

論
彗
星
之
變
、
繼
論
尚
書
王

・
李
秉
・
都
御
史
韓
雍
・
高
明
、
皆
負
天
下
望
、

不
宜
閒
處
、
言
甚
剴
切
。
嘗
夜
草
奏
、
指
摘
宮

、
燈
忽
爆
滅
至
再
。
家
人
慮
不

測
、
勸
瀾
止
。
瀾

然
、
竟
持
奏
上
之
。
廷

得
不
死
、
謫
安
州
判
。
尋

國
子

監
丞
、
上
廟
祀
議
、
以
聖
賢
像
、
宜
從
明
初
定
制
。
祀
木
主
、
顏
無
繇
・
曾
點
・

孔
鯉
、
以
父
列
於
廡
、
顏
淵
・
曾
參
・
孔
伋
、
以
子
坐
於
殿
、
尊
卑
失
倫
、
殊
爲

未
當
。
先
師
父
母
未
沾
褒
封
、
似
爲
缺
典
、
請
褒
封
叔
梁
紇
、
仍
于
大
成
殿
東
、

別
立
一
廟
祀
之
。
以
顏
無
繇
・
曾
點
・
孔
鯉
、
配
享
左
右
、

罷
荀
況
公
伯
寮
從

祀
。
通
行
天
下
郡
學
遵
守
。
疏
上
、
下
禮
部
議
不
合
、
再
謫
雲
南
廣
西
府
經
歷
。

瀾
慷
慨
尚
氣
節
、
不
以
死
生
禍
福
爲
意
。
其
後
、
廟
議
皆
已
採
行
瀾
。
爲
人
多
大

節
、
爲
諸
生
時
、
聘
舒
氏
女
、
亡
何
女
雙
盲
、
其
父
母
欲
改
適
。
瀾
不
可
、
竟
娶

瞽
女
、
與
之
終
身
。〈
林
志
〉

 

雍
正
以
降
の
『
江
西
通
志
』
祝
瀾
傳
に
は
「
林
志
」
と
の
割
注
が
あ
る
。
こ
れ
は
林
庭

㭿
の
纂
修
に
か
か
る
嘉
靖
『
江
西
通
志
』（
江
西
省
圖
書
館
藏
明
嘉
靖
刻
本
・『
四
庫
全

書
存
目
叢
書
』
史
部
第
一
八
二
・
一
八
三
册
所
收
）
卷
九
・
饒
州
府
・
人
物
・
國
朝
・

祝
瀾
條
か
ら
の
引
用
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
內
容
は
雍
正
に
お
い
て
、
よ
り
詳
細
に
改

編
さ
れ
て
い
る
。

㉕　

更
張
：
も
と
は
重
新
張
設
す
る
こ
と
。
轉
じ
て
改
革
・
變
更
の
意
も
。

㉖　

馴
致
：
楊
本
は
「
訓
致
」
に
作
る
が
、
寫
眞
に
從
う
。
馴
致
は
『
周
易
』
坤
に
「
履

霜
堅
冰
、
陰
始
凝
也
。
馴
致
其
道
、
至
堅
冰
也
」
と
あ
り
、
疏
に
「
馴
猶
狎
順
也
」
と

あ
る
の
で
、こ
こ
で
は
「
次
第
に
あ
る
狀
態
に
な
っ
て
い
く
樣
」
の
意
で
「
お
も
む
ろ



九
四

828

に
」
と
訓
む
。

㉗　

中
間
：
そ
の
中
間
に
、
そ
の
間
に
、
と
い
う
意
味
。

㉘　

多
人
：
後
出
の
「
不
少
」
と
對
に
な
る
よ
う
に
二
字
句
に
し
た
も
の
。

㉙　

縱
容
：
放
任
す
る
こ
と
。

㉚　

出
入
：「
出
入
人
罪
」、
す
な
わ
ち
法
を
ま
げ
て
量
刑
を
不
當
に
重
く
し
た
り
輕
く
し

た
り
す
る
こ
と
。か
か
る
不
正
を
行
っ
た
官
員
に
對
す
る
處
罰
規
定
に
つ
い
て
は
、『
大

明
律
』
卷
二
八
・
刑
律
一
一
・
斷
獄
・
官
司
出
入
人
罪
を
參
照
。

㉛　

等
因
：
因
は
趣
、
上
級
お
よ
び
同
等
官
か
ら
の
文
章
を
引
用
し
た
際
の
末
尾
に
置
か

れ
る
。

32　

具
本
：
題
本
を
書
き
表
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

33　

欽
此
：
本
來
は
皇
帝
か
ら
の
上
諭
お
よ
び

批
の
あ
と
に
內
閣
に
お
い
て
添
書
す
る

も
の
。
文
書
內
に
於
い
て
は
、
皇
帝
の
諭
旨
を
引
用
す
る
際
に
、
そ
の
末
尾
に
引
用
終

了
を
示
す
た
め
に
附
け
る
。

34　

欽
遵
：
前
掲
註
33
に
見
え
る
「
欽
此
」
の
後
に
セ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
。「
欽
此
」
以

前
で
引
用
し
た
諭
旨
を
う
け
て
、
皇
帝
の
意
思
に
遵
っ
て
處
理
・
辦
理
す
る
こ
と
を
意

味
し
、
こ
の
語
に
續
い
て
諭
旨
を
受
け
た
狀
況
を
述
べ
る
文
が
示
さ
れ
る
。

35　

看
得
：
題
本
な
ど
に
お
い
て
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
際
の
發
語
の
辭
。

36　

五
府
：
中
・
左
・
右
・
前
・
後
の
五
軍
都
督
府
を
指
す
。『
明
史
』
卷
七
六
・
職
官

志
五
・
五
軍
都
督
府
條
を
參
照
。

37　

備
査
：「
以
備
査
考
」
の
簡
略
語
。

38　

開
具
：「
開
列
具
備
」
の
簡
略
語
。
內
容
を
つ
ぶ
さ
に
列
舉
す
る
こ
と
。

39　

掲
帖
：
上
行
文
の
一
種
。
明
代
に
は
內
閣
か
ら
皇
帝
に
對
し
て
蜜
奏
を
行
う
場
合

や
、
上
諭
を
奉
じ
て
回
答
す
る
場
合
な
ど
に
使
用
。
題
本
と
比
べ
て
、
書
式
は
や
や
小

型
の
も
の
を
使
用
。
續
く
清
代
初
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
が
、後
に
廢
止
さ
れ
る
。
徐
望

之
『
公
牘
通
論
』
參
照
。

40　

會
同
：
協
議
、
共
同
、
協
力
し
て
の
意
。

41　

輿
情
：
楊
本
は
「
與
情
」
に
作
る
が
、
寫
眞
に
據
っ
た
。

42　

合
無
：
提
出
し
た
意
見
に
對
し
裁
定
を
求
め
る
際
の
表
現
。「
合ま
さ

に
〜
す
べ
き
や
無い

な

や
」

43　

行
移
：
官
廳
が
公
文
書
を
發
し
て
通
逹
す
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
文
書
を
指
す
。

「
移
」
は
「
移
文
」、す
な
わ
ち
直
接
の
統
屬
關
係
に
な
い
同
格
の
官
廳
間
で
や
り
と
り

さ
れ
る
公
文
書
の
こ
と
。

44　

定
奪
：
可
否
を
決
裁
す
る
こ
と
。

45　

停
當
：
物
事
が
滯
り
な
く
運
ぶ
こ
と
。
あ
る
い
は
處
置
す
る
こ
と
。「
亭
當
」「
停

妥
」
と
も
。

46　

備
行
：
文
書
の
形
式
で
通
逹
す
る
こ
と
。

47　

照
得
：
發
語
の
辭
。『
吏
文
輯
覽
』
に
「
具
さ
に
始
末
を
見
る
を
照
と
曰
ひ
、
照
し

て
之
を
得
た
る
を
謂
ふ
な
り
」
と
あ
り
、こ
れ
以
下
に
調
査
結
果
や
見
解
な
ど
が
開
陳

さ
れ
る
。

48　

發
落
：
處
分
す
る
。
一
件
落
着
す
る
。

49　

比
此
：
楊
本
は
「
彼
此
」
に
作
る
。
文
脈
か
ら
考
え
て
こ
ち
ら
に
從
う
の
が
妥
當
。

い
ず
れ
も
同
じ
發
音
（bi3

）
の
「
比
」
と
「
彼
」
を
書
き
誤
っ
た
か
。

50　

如
蒙
乞
：
上
行
文
に
お
け
る
定
型
句
。「
如
蒙
」
は
「
も
し
〔
皇
帝
陛
下
の
恩
恵
を
〕

蒙
り
ま
す
れ
ば
、」
と
い
う
期
待
を
示
し
、「
乞
」
以
降
に
そ
の
期
待
す
る
內
容
が
記
さ

れ
る
。

51　

故
：
楊
本
は
「
故
」
の
前
に
「
新
」
を
補
う
が
、
根
據
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
前
後

の
對
應
關
係
か
ら
「
故
」
の
對
と
な
る
詞
を
補
う
必
要
が
あ
る
た
め
、解
說
內
に
お
け

る
現
代
語
譯
で
は
さ
し
あ
た
り
楊
本
の
案
に
從
っ
た
。

52　

涼
德
：
楊
本
は
「
菲
德
」
に
作
る
が
、
根
據
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
比
較
表
に
示
す

『
明
實
錄
』
で
も
「
涼
德
」
に
作
る
。

53　

夙
夜
憂
勤
：
朝
早
く
か
ら
夜
遲
く
ま
で
憂
い
勤
め
る
こ
と
。「
夙
夜
」
に
つ
い
て
は

『
尚
書
』
旅

に
「
夙
夜
罔
或
不
勤
、不
矜
細
行
、終
累
大
德
」
と
あ
り
、孔
傳
に
「
言

當
早
起
夜
寐
」
と
あ
る
。

54　

臻
治
理
案
：『
明
實
錄
』
で
は
「
期
臻
治
理
」
に
作
る
。
可
能
性
と
し
て
は
鈔
本
に

お
い
て
「
期
」
字
を
落
と
し
て
、續
く
「
奈
」
字
を
「
案
」
に
誤
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

55　

偏
：『
明
實
錄
』
で
は
「
徧
」
に
作
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
「
徧
（
あ
ま
ね
く
）」
で

も
「
偏
（
ひ
と
え
に
）」
で
も
讀
め
る
た
め
、『
事
類
纂
』
原
文
を
尊
重
す
る
。

56　

禱
神
祇
：
成
化
二
十
年
代
に
は
、
陝
西
・
山
西
・
河
南
を
中
心
に
北
中
國
全
域
で
深

刻
な
旱
魃
が
續
い
た
た
め
、成
化
帝
は
成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
の

潔
齋
を
行
い
、
同
二
十
八
日
に
は
雨
乞
い
の
祭
祀
・
祈
禱
を
實
施
し
て
い
る
。
ま
た
五

月
十
六
日
に
も
天
下
の
山
川
へ
の
祈
禱
を
命
じ
て
い
る
。
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『
皇
明
條
法
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類
纂
』
卷
四
八
・
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・
斷
罪
引
律
令　
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（
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『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
八
九
・
成
化
二
十
三
年
四
月
壬
辰
條

　
　
　

 

上
諭
文
武
羣
臣
曰
、「
今
天
時
亢
旱
、
朕
甚
憂
惶
、

心
祈
禱
、
自
二
十
五
日
爲

始
、
致
齋
三
日
。
其
各
加
祗
愼
、
毋
或
怠
遑
」。

　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
八
九
・
成
化
二
十
三
年
四
月
丁
酉
條

　
　
　

 
以
亢
旱
、
遣
保
國
公
朱
永
吿
天
地
、
襄
城
侯
李
瑾
吿
社
稷
、
新
寧
伯
譚
祐
吿
山

川
、
仍
分
遣
大
臣
行
香
於
各
寺
觀
祠
廟
。

　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
九
〇
・
成
化
二
十
三
年
五
月
乙
卯
條

　
　
　

 

以
亢
旱
、
遣
廷
臣
齎
香
幣
、
分
禱
天
下
山
川
。
禮
部
尚
書
周
洪
謨
天
壽
山
、
吏
部

侍
郎
劉
宣
北
嶽
北
鎭
、
禮
部
侍
郎
黃
景
東
嶽
東
鎭
、
兵
部
侍
郎
呂

中
嶽
・
北

海
・
濟
瀆
・
淮
瀆
、
太
常
寺
少
卿
蒙
以
聰
中
鎭
・
西
海
・
河
瀆
、
詹
事
府
少
詹
事

劉
健
西
嶽
西
鎭
、
掌
太
常
寺
侍
郎
丁
永
中
大
小
青
龍
。

57　

致
然
：
そ
の
よ
う
な
狀
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

58　

朦
：「
勝
」
の
誤
寫
の
可
能
性
。『
明
實
錄
』
で
は
「
勝
」
に
作
る
。

59　
餙
〔
飭
〕：
本
來
「
餙
」
は
「
飾
」
の
俗
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
飭
」
の
誤
寫
で

あ
ろ
う
。『
明
實
錄
』
も
「
飭
」
に
つ
く
る
。

60　

條
亦
：「
條
示
」
の
誤
寫
の
可
能
性
。『
明
實
錄
』
で
は
「
條
示
」
に
作
る
。

61　

劾
〔
効
〕：『
明
實
錄
』
等
は
「
效
」
に
作
る
。「
實
效
」
は
「
実
際
の
効
力
・
功
績
」

の
意
。
一
方
、「
實
劾
」
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、
こ
こ
は
『
事
類
纂
』
テ
キ
ス
ト
の
誤

記
と
見
る
の
が
妥
當
。

62　

紆
〔
紓
〕：『
明
實
錄
』
で
は
「
紓
」
に
作
る
。

63　

計
開
：
下
行
文
に
お
い
て
添
付
し
た
內
容
を
列
記
す
る
時
に
用
い
ら
れ
る
書
式
。

64　

罰
俸
住
俸
：「
罰
俸
」
は
、
官
員
に
對
す
る
處
分
の
一
種
。
官
員
が
犯
し
た
罪
に
應

じ
て
一
定
期
間
俸
給
の
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
。
實
質
的
は
減
給
處
分
に
相
當
す
る
。

「
住
俸
」
は
、官
員
に
對
す
る
俸
給
の
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
。『
大
明
律
』
に
お
い
て

は
、
罰
俸
・
住
俸
に
關
す
る
處
分
規
定
が
「
照
刷
文
卷
律
」
な
ど
個
別
の
条
文
ご
と
に

記
載
さ
れ
る
。

65　

欽
發
充
軍
爲
民
：「
欽
發
」
は
、
皇
帝
の
敕
裁
に
從
っ
て
（
欽
遵
・
欽
奉
）
充
軍
先

に
配
流
す
る
こ
と
（
發
遣
）。「
充
軍
」（
あ
る
い
は
「
軍
流
」）
は
、配
流
先
に
到
着
後

の
犯
人
を
、軍
隊
に
編
入
し
た
り
苦
役
を
課
し
た
り
す
る
流
刑
の
一
種
。
正
規
の
刑
罰

で
あ
る
「
五
刑
」
の
中
に
は
規
定
さ
れ
な
い
「
非
刑
之
正
」
の
一
つ
。「
爲
民
」
と
は
、

官
位
を
剝
奪
し
て
民
と
す
る
「
發
口
外
爲
民
」
の
処
分
を
指
す
。『
明
史
』
卷
九
三

「
志
」
第
六
九
「
刑
法
」
一
「
律
令
」
參
照
。

66　

情
罪
：
犯
罪
の
事
情
や
い
き
さ
つ
（
情
節
）
と
、
そ
の
罪
に
當
て
る
べ
き
刑
罰
の
こ

と
。

67　

矜
疑
：
罪
人
の
う
ち
で
憐
れ
む
べ
き
者
と
、
事
件
の
內
容
に
疑
わ
し
い
點
が
あ
る
者

の
こ
と
。

68　

侈
會
僭
用
：「
侈
會
」
は
「
侈
奢
」
の
誤
記
か
。「
僭
用
」
は
、
自
ら
の
分
を
越
え
て

み
だ
り
に
用
い
る
こ
と
。

69　

治
者
：「
治
罪
」
あ
る
い
は
「
治
之
」
の
誤
寫
の
可
能
性
。

70　

京
操
：
中
央
軍
で
あ
る
京
營
の
形
成
・
操
練
に
參
加
す
る
た
め
、
地
方
の
衞
所
か

ら
、
毎
年
春
と
秋
の
兩
班
に
分
か
れ
て
、
交
替
で
京
師
に
上
り
勤
務
す
る
（
班
軍
番

上
）
こ
と
。
そ
の
た
め
、こ
の
「
番
上
軍
」
を
「
京
操
軍
」
と
も
稱
し
た
。
成
化
年
間

に
は
軍
紀
の
弛
緩
に
よ
り
、輪
班
京
操
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
。『
明
史
』卷
九
〇

「
志
」
第
六
六
「
兵
」
二
「
班
軍
」
參
照
。

71　

補
操
：
班
軍
番
上
の
期
限
に
遲
れ
た
部
隊
・
軍
士
に
對
し
て
、
京
營
に
お
い
て
駐
留

期
間
を
延
長
し
、
追
加
の
軍
事
教
練
を
施
す
こ
と
。
本
來
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

こ
っ
た
際
の
罰
則
規
定
は
、『
大
明
律
』
卷
一
四
「
兵
律
」
二
「
軍
政
」
不
操
練
軍
士
、

及
び
弘
治
『
問
刑
條
例
』
の
「
罰
班
」
の
規
定
を
參
照
。

72　

南
京
海
于
：
正
し
く
は
「
南
海
子
」。
北
京
の
南
郊
に
あ
る
「
上
林
苑
」
內
の
三
つ

の
湖
を
指
す
。
金
の
時
代
か
ら
皇
帝
の
狩
猟
場
と
さ
れ
、明
の
永
樂
年
間
に
領
域
を
擴

大
、
軍
馬
・
禽
獣
の
飼
育
や
蔬
菜
・
果
實
の
栽
培
を
行
う
。
總
督
太
監
以
下
、
多
く
の

宦
官
が
管
理
業
務
に
携
わ
り
、最
下
級
の
宦
官
で
あ
る
「
淨
軍
」
が
蔬
菜
の
栽
培
に
從

事
し
た
。
李
賢
等
『
大
明
一
統
志
』
卷
一
「
京
師
」
苑
囿
お
よ
び
劉
若
愚
『
酌
中
志
』

一
六
「
內
府
衙
門
職
掌
」
の
「
南
海
子
」
を
參
照
。

73　

倒
死
騎
操
馬
匹
：
正
規
軍
所
屬
の
軍
馬
が
死
ん
だ
場
合
、
各
営
官
が
責
任
を
負
い
、

代
わ
り
の
馬
を
自
弁
し
て
補
充
す
る
規
定
の
內
容
を
指
す
。成
化
一
三
年
の
撫
寧
侯
朱

永
等
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
は
、
月
ご
と
に
對
價
を
支
出
し
て
次
々
に
代
わ

り
の
馬
を
補
充
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
「
朋
買
」
と
稱
し
た
。
楊
時

喬
『
皇
朝
馬
政
紀
』
卷
六
「
買
補
」
お
よ
び
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
六
八
・
成
化
一
三

年
秋
七
月
壬
午
條
を
參
照
。

74　

民
間
買
補
四
戶
馬
：「
四
戶
馬
」
と
は
、「
四
戶
馬
例
」
に
よ
っ
て
購
入
し
た
軍
馬
の
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六
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こ
と
。
楊
時
喬
『
皇
朝
馬
政
紀
』
卷
二
「
種
馬
」
二
に
よ
れ
ば
、「
四
戶
馬
例
」
は
成

化
元
年
に
制
定
さ
れ
、
軍
用
の
去
勢
馬
一
頭
の
對
價
と
し
て
、
有
司
な
ら
ば
通
常
の
馬

四
頭
、
軍
衞
な
ら
ば
五
頭
を
充
て
る
こ
と
な
ど
を
規
定
。
翌
年
、
御
馬
監
太
監
汪
直
の

提
案
に
よ
り
、
有
司
で
購
入
用
の
馬
匹
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
民
間
か
ら
調
逹
す
る

こ
と
を
許
可
。
な
お
、『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
七
六
・
成
化
一
四
年
三
月
己
巳
條
に
よ

れ
ば
、
こ
の
時
に
軍
馬
の
購
入
金
額
が
定
め
ら
れ
、『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
一
五
・
成

化
一
七
年
五
月
戊
戌
條
に
よ
れ
ば
、
當
時
の
軍
馬
一
頭
の
價
格
は
、
銀
二
五
兩
で
あ
っ

た
。

75　

成
化
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
：
こ
の
敕
諭
を『
明
憲
宗
實
錄
』は
五
月
丙
辰（
十
七

日
）
條
に
、『
皇
明
詔
令
』
卷
一
六
・
憲
宗
純
皇
帝
下
「
旱
災
寛
恤
詔
」
も
成
化
二
十
三

年
五
月
十
七
日
に
繫
け
る
。『
禮
部
志
稿
』
卷
五
・
聖
訓
「
修
省
之
訓
」
に
も
同
文
が

掲
載
さ
れ
る
。
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
比
較
表
に
ま
と
め
た
。

76　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
二
九
・
成
化
十
年
六
月
壬
戌
條

 

　
　

  

兵
科
給
事
中
祝
瀾
言
、
我
祖
宗
酌
古
準
今
製
大
誥
、
定
律
令
及
諸
司
職
掌
・
洪
武

禮
制
等
書
、
頒
布
中
外
、
俾
臣
民
遵
守
。
然
民
生
日
繁
、
庶
事
百
出
、
制
書
有
未

備
載
者
、
或
朝
廷
有
所
施
行
、
臣
下
有
所
建
請
、
遂
因
之
以
爲
條
例
。
故
事
同
而

授
引
或
異
、
罪
一
而
議
擬
各
殊
、
官
司
得
以
任
情

就
、
吏
胥
得
以
高
下
其
手
。

如
文
武
官
品
級
同
、
而
其
父
母
妻
葬
祭
殊
例
、
愬
冤
之
人
同
、
而
給
引
與
艘
送
殊

科
。
乞

在
京
文
武
大
臣
、
備
査
內
外
新
舊
條
例
、
務
歸
至
當
、
以
類
相
從
編

集
、
奏
聞
取
旨
裁
決
、
定
爲
見
行
條
例
、
刊
板
印
行
。
則
天
下
皆
可
遵
守
而
無
惑

矣
。
詔
下
、
所
司
議
行
。

77　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
一
二
九
・
成
化
十
年
六
月
壬
戌
條

 

　
　

  

禮
部
覆
奏
、
今
後
、
文
武
官
員
父
母
妻
亡
者
、
一
遵
成
化
七
年
奏
例
、
見
任
受
封

品
級
應
祭
葬
者
、
如
例
祭
葬
、
應
祭
者
止
與
祭
。
其
不
應
祭
葬
者
、
不
與
。
庶
事

例
歸
一
、
不
致
紛
擾
。
從
之
。
仍
命
、
以
禮
致
仕
者
、
與
見
任
例
同
。

 

　
　

  

都
察
院
覆
奏
、
愬
冤
之
人
、
給
引
艘
送
不
一
者
、
以
自
奏
與
抱
愬
者
、
情
犯
輕
重

不
同
。
且
瀾
奏
內
誤
寫
囚
人
姓
名
、
宜
治
其
罪
。
上
宥
之
。

78　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
八
九
・
成
化
二
十
三
年
四
月
壬
辰
條

 

　
　

 

上
諭
文
武
羣
臣
曰
、「
今
天
時
亢
旱
、
朕
甚
憂
惶
、

心
祈
禱
、
自
二
十
五
日
爲

始
、
致
齋
三
日
。
其
各
加
祗
愼
、
毋
或
怠
遑
」。

79　
『
明
憲
宗
實
錄
』
卷
二
九
〇
・
成
化
二
十
三
年
五
月
乙
卯
條

 

　
　

 

以
亢
旱
、
遣
廷
臣
齎
香
幣
、
分
禱
天
下
山
川
。
禮
部
尚
書
周
洪
謨
天
壽
山
、
吏
部

侍
郎
劉
宣
北
嶽
北
鎭
、
禮
部
侍
郎
黃
景
東
嶽
東
鎭
、
兵
部
侍
郎
呂

中
嶽
北
海
濟

瀆
淮
瀆
、
太
常
寺
少
卿
蒙
以
聰
中
鎭
西
海
河
瀆
、
詹
事
府
少
詹
事
劉
健
西
嶽
西

鎭
、
掌
太
常
寺
侍
郎
丁
永
中
大
小
青
龍
。

80　
『
皇
明
詔
令
』
卷
一
七
・
孝
宗
敬
皇
帝
・
卽
位
詔
（
成
化
二
十
二
年
九
月
初
六
日
）

 

　
　

  

各
處
布
政
司

南
北
直
隸
處
所
軍
民
詞
訟
、
除
謀
逆

盜
賊
攻
陷
地
方
重
情
外
、

其
餘
一
應
輕
重
事
情
、
須
要
自
下
而
上
陳
吿
、
若
驀
越
來
京
奏
吿
者
、
法
司
照
例

問
罪
、
將
所
奏
情
詞
類
行
原
籍
官
司
問
理
、
干
礙
司
府
衞
所
州
縣
者
、
行
巡
按
御

史
或
巡
撫
都
御
史
問
理
、
不
許
輙
便
擬
奏
差
官
提
勘
攪
擾
軍
民
。

附
記

本
硏
究
會
は
、
立
命
館
大
學
大
學
院
硏
究
會
活
動
支
援
制
度
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。
二
〇
一
八
年
度
の
硏
究
會
參
加
者
は
、
池
田
修
太
郎
・
猪
俣
貴
幸
・
片
保
涼
介
・
祁
蘇

曼
・
田
中
京
・
堤
美
咲
・
豐
島
順
揮
（
敬
稱
略
・
五
十
音
順
）
で
あ
る
。

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
に
井
上
充
幸
（
本
學
文
學
部
教
授
）・
猪
俣
貴
幸
（
本
學
博
士
後

期
課
程
）・
王
子
嘯
・
川
口
長
・
祁
蘇
曼
・
喜
文
字
大
雅
・
黃
錚
・
鈴
木
貴
典
・
豐
嶋
順
揮
・

陸
俊

（
以
上
、
本
學
博
士
前
期
課
程
。
所
屬
は
二
〇
一
七
年
當
時
の
も
の
。
敬
稱
略
。）
で

會
讀
し
た
も
の
を
、
井
上
・
猪
俣
が
そ
の
場
の
議
論
を
元
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
講
讀
に

參
加
し
た
上
記
各
位
、留
學
に
出
た
筆
者
に
代
わ
り
本
會
の
事
務
一
切
を
引
き
受
け
て
く
れ
た

豐
嶋
順
揮
氏
に
は
特
に
識
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。（
猪
俣
）

井
上　

充
幸
（
本
學
文
学
部
教
授
）　　
　
　

猪
俣　

貴
幸
（
本
學
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

豐
嶋　

順
揮
（
本
學
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


